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　夏の風物詩である花火で遊ぶ機会が増えてく
る時季です。花火での事故が起こらないように
楽しく遊ぶため、次の事に注意しましょう。
●注意事項●
☆�使用方法や注意事項をよく読んでから遊びま
しょう。
☆�風の強い日や人ごみを避け、燃えやすい物が
なく、できるだけ広い場所で遊びましょう。
☆�手持ち花火などを人に向けることは絶対にや
めましょう。
☆�後始末のための水バケツを用意して花火の火
は完全に消しましょう。また、点火しても火
が付かない打ち上げ花火などは、のぞいたり
せずに水バケツに入
れましょう。
☆�小さな子どもには、
大人がそばについて
安全な花火遊びを教
えてください。

　５月23日、６月13、20日の計３回にわたり標茶高校
１年生94人が「産業社会と人間」における職場見学の
ため標茶消防署
を訪れ、防火服
の着装や放水体
験、救助資器材
の取り扱いなど
皆さん暑い中、
真剣に取り組ん
でいました。

消防だより
ホームページ
�http://www.town.shibecha.�hokkaido.jp/~sfsma/

標茶消防署☎485-2021

　６月20日、標茶消防署車庫内にて標茶女性防火クラ
ブが災害時を想定した炊き出し訓練を実施しました。
　この炊き出し訓練では、炊き出し専用の米袋への米
の詰め方や炊き出し要領を学びました。

専用の米袋に入れて釜で炊きます。

標茶高校１年生職場見学

花火を楽しく遊ぶために

女性防火クラブ
炊き出し訓練を実施
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暑
い
日
が
続
い
て
い
る
今
日
こ

の
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、
皆
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ん
い
か
が
お
過
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で
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ょ
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？
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女
平
等
参
画
委

員
長
の
伊
月
で
す
。
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男
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フ
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ー
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ご
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。
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。
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テ
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。

平成24年度　第157号　　�平成24年８月１日
標茶町女性団体連絡協議会

発行責任者　会長　山口　鈴代　標女広報委員会
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。
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ロ
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ロ
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。
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あ
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に
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催
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。

　

な
お
、
今
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度
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エ
プ
ロ
ン

ピ
ッ
ク
を
８
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下
旬
に
予
定
し
て

い
ま
す
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場
所
な
ど
の
詳
細
は
決
定
次
第

お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
た
く
さ
ん

の
方
々
の
参
加
を
期
待
し
て
お
り

ま
す
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男
女
平
等

　
参
画
に
つ
い
て

伊
月
　
裕
子

会 の 動 き
■�５月16日　第１回役員会
■�５月26日　コッタロ植樹祭参加（３名）
■６月25日　第２回役員会
■�７月15日　戦争犠牲者追悼式出席（２名）
■予　■定
■９月６日　第63回北海道女性大会（札幌市）

　規約の一部が改正になりました！
　今までは町内会地域会女性部のみが加入対象でしたが、今
年度から個人加入もできるようになりました（会費はありま
せん）。どうぞお気軽に加入してくださいね。
■加入申込先
　山口さん（☎485-2209）　長部さん（☎485-1004）

個人加入が可能となりました

一、手と心をつなぎ、明るく豊かな町をつくりましょう。
一、互いに人格を認めあい、奉仕の心を養いましょう。
一、からだをきたえ、人生に希望と誇りをもちましょう。
一、お年寄りを敬い、子供を愛し、円満な家庭をつくりましょう。
一、力を合わせて、薫り高い郷土の文化をつくりましょう。

女性部活動の合いことば

　

や
す
ら
ぎ
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の
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テ
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ど
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。

　

今
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11
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午
前
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。

　

最
後
に
、
日
頃
か
ら
標
女
連
の

活
動
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

平成24年度
各町内会女性部長紹介

地　区 氏　　　名

常　　盤 柬　理　由美子

川上公住 東海林　まゆみ

川　　上 千　葉　博　子

開　　運 菅　川　裕　子

旭 蛭　田　美　子

富　　士 佐　藤　すみ子

桜 戸井田　美智子

平　　和 三　枝　由美子

麻　　生 鎌　田　幸　枝

虹　　別 原　田　眞枝子


